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＜研究概要＞ 
 

 中小河川管理においては、人員不足や財政的な課題から、定期的な測量や点検・

調査が不十分である。近年の災害激甚化に備えるためには、“簡易かつ省コスト”

であることを念頭に、流下能力を適時把握することが望まれる。そこで、本研究で

は、安価な衛星データを利用した堤防・河道の状況把握と流下能力評価を行う。 

本研究成果により、河川改修済みで計画高水位を設定している河川を対象に、計

画高水位を超える区間の把握が可能となる。 

 

＜事後評価指摘事項＞ 
 

Ａ評価のためコメントなし 

※ 評 価 基 準                               

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。 
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。 


